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平成３０年度 自己評価書  足立区立梅島第二小学校   学校長  大塚 信明 

 

１．総評 
 

(1) 年度初めの学校の状況 【学校の現状及び前年度の成果と課題】 
個の尊重と温かな人間関係の育成 
○気持ちのよい挨拶や返事とともに、友達同士で話す際の言葉の乱れについても指導していく。 
○他教科等とも関連させながら、学年の発達段階に応じた、議論する道徳学習の充実を図る必要がある。 
○道徳の学習活動における児童の思考を見取る工夫や評価について研修を深めていく必要がある。 
○体験活動実施後のまとめや振り返りの活動を充実させていく。 
○児童相互で認め合う活動、励まし合う活動を充実させていく。 
○異学年児童が、放課後子ども教室や校外でも互いを思いやり仲よく生活する環境を整えるために、縦割り班
活動や学習発表等の異学年交流をさらに充実させていく。 

体力の向上と健康・安全の推進 
○生活習慣等のアンケート調査を実施したところ、90％近くの児童が「できている」「身に付いている」と回答
している。実際の児童の様子は数値どおりではない。基準をしっかりと示すとともに、児童一人一人への声
かけや日々の振り返りを継続的に行い、自己をしっかりと見つめることができるようにする。 

○保護者会や個人面談、生活指導だより等で児童の様子や実態を伝え、基本的生活習慣や家庭学習習慣の定着
に向けて家庭への協力を呼びかけていく。 

○給食の残菜率は約 2.2％である。全校で給食指導を共通実践するとともに、食育指導の充実を図る。 
○運動タイムの成果が見られる。今後も児童の実態を基にした体力づくり活動に継続的に取り組む。 
○自己の体力の変容を把握し、めあてをもつ活動を大切にする。また、記録の蓄積をしっかりと行う。 
○あらゆる場面を想定した訓練を今後も実施し、自分の命は自分で守る指導を今後も継続する。 
○登下校の安全についての指導を充実させる。また、ＰＴＡと連携した登校指導、放課後指導に取り組んでい
く。 

○家庭と連携してＳＮＳルールの徹底を図り、通信機器の正しい使い方を身に付けさせる。 
 
 

(2) 今年度の重点目標とそれに向けた取組の概要 

重点的な取組事項－１ 学力向上  

○朝学習(パワーアップタイム)  ○朝読書・読書旬間・図書紹介  ○放課後補充教室 
○習熟度別指導  ○そだち指導  ○サマースクール  ○あだち小学生夏季基礎学習教室 
○チャレンジタイム(基礎・基本の定着を図る時間)   ○家庭学習の課題の工夫 
○家庭学習がんばろう週間の実施  ○音読活動  ○九九道場  ○多層指導モデルＭＩＭの活用 
○新聞活用  ○標語・俳句づくり  ○漢字検定・数学検定   
○足立スタンダード研修・算数科校内研究  ○小中連携  ○幼保小連携 
重点的な取組事項－２ 個の尊重と温かな人間関係の育成  
○挨拶、正しい言葉遣いと返事の励行 
○道徳の時間の改善 
○自尊感情、規範意識、思いやりの心の育成 
重点的な取組事項－３ 体力の向上と健康・安全の推進  
○生活習慣の確立 
○体力向上のための継続的な取組の推進 
○安全教育・防災教育の推進 

 
 

(3) 今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

重点的な取組事項－１ 学力向上  

○基礎学力の定着・向上に向けての取組をアクションプランに基づき行ってきた。学校全体で継続して取り組
むことにより成果が上がる。今年度もプラン内容をしっかりと共通理解して継続し、児童一人一人の定着度
に応じたきめ細かい指導を充実させていく。また、校内研修を充実させ、つまずきの原因や指導の在り方な
どを全教員で協議し、日々の授業に活かすとともに、系統的な指導を実践するための授業研究を行っていく。 

○定着が不十分な児童の指導については、反復学習や個別指導の工夫・充実を図っていく必要がある。家庭と
も連携し、身に付くまで粘り強く指導を行っていく。毎月第２週に「家庭学習がんばろう週間」を設定して
いるが、習慣化するまでに至っていない。毎日取り組む課題を明確に示すこと、個の能力に応じた内容の工
夫を行うことなどを徹底し、全児童が毎日目標時間を達成できるようにしていく。 

○朝学習としてパワーアップタイム(音読・マス計算)・朝読書を実施した。計算を速く正確に行う意識が高ま
っている。今後も時間を有効に利用し、児童の基礎学力の定着を図っていく。音読指導については、全校で
取組内容・方法を統一したが、指導方法にばらつきがあった。改善して実施していく。 
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○全校共通の学習規律の確立、学習に集中して取り組むことができる教室環境の整備に取り組んでいく。また、
話型指導についても全教員が共通理解の下、指導を行っていく。 

○算数科を窓口にした校内研究を充実させ、児童主体の問題解決的な学習活動を全教員が共通理解の下、実践
していく。低学年においても算数習熟度別指導を行う体制を整え、基礎的・基本的内容の確実な定着を図る。 

○学年会を定期的に行い、教材研究や学習指導の計画・準備、児童についての情報共有が密に行われる環境を
作る。 

○年間を通して主体的に読書に親しむことができるように年間読書目標を設定したが、教員の意識にばらつき
があった。全教員が目的を共通理解し、児童に働きかけていく。また、ボランティアと連携して読み聞かせ
を行い、児童の聞く力や話の内容を理解する力を高める。 

○漢字検定、数学検定を実施し、児童が目標をもって学習に取り組むことができるようにする。 
○全教育活動を通して、児童の豊かな言語力、表現力、コミュニケーション力を育成していく。 
重点的な取組事項－２ 個の尊重と温かな人間関係の育成  
○今後も校内研修を実施し、道徳科の授業や評価の改善、充実を図っていく。また、学習したことを実生活で
実践する態度を高めていくことができるようにしていく。 

○児童の言葉の乱れや粗野な行動を正していく。そのためには、授業規律をしっかりと整えるとともに、児童
相互、教員と児童の心の交流を図る活動を大切にしていく。 

○ＳＮＳやオンラインゲーム利用によるトラブルが増えている。セーフティ教室や情報モラル教育を充実させ
るとともに、ＳＮＳルールを軸にして保護者の意識向上を図っていく。 

重点的な取組事項－３ 体力の向上と健康・安全の推進  
○生活習慣の定着を図るうえで、家庭の理解・協力が不可欠である。ＰＴＡと連携して家庭への啓発を行うと
ともに、児童自らの力で生活をよりよくしていく意識を高める指導を行っていく。 

○体力状況調査結果を活用し、体育科の授業改善や体力つくり活動の充実を図る。児童一人一人の体力状況を
しっかりと把握し個に応じためあての設定や支援の工夫を行っていく。 

○減災教育の視点から避難訓練等の見直しを行う。また、交通事故防止の視点での安全指導、登下校指導を充
実させる。 

 
 

(4) 保護者や地域へのメッセージ 

保護者の皆様には、本校の基礎学力の定着や家庭学習習慣の定着への取組にご理解・ご協力をいただき感

謝いたします。子供たちが主体的に学習に取り組む習慣が身に付くよう、教員の授業力を高めるとともに、

一人一人への声かけをしっかりと丁寧に行っていきます。また、つまずきの多い内容や定着状況に応じた課

題を宿題とし、自己の課題を克服する力を高めることに今後も継続して取り組んでいきます。引き続きご協

力をお願いいたします。 

基本的生活習慣を定着させることが、子供たちの学力や体力の向上、気持ちの安定につながります。調査

結果を分析すると、就寝時間をしっかりと確保するとともに、自らの力で規則正しい生活を行う力を身に付

けることができるよう、ご家庭での声かけやご家族そろっての実践に引き続きご協力をお願いいたします。

挨拶・返事・後始末については、学校でも全教職員が一丸となって指導していきます。また、交流学習や梅

二っ子活動、放課後子ども教室との連携を通して異学年交流を活発にし、子供たち同士で遊びを工夫したり、

他者を思いやる気持ちを高めたりできるようにしていきます。 

給食の喫食状況を見ると、和食系の献立の残菜が多い傾向にあります。今後も喫食時間を十分に確保する

よう努め、食事への関心や苦手なものにも挑戦する気持ちを育てていきます。また、年間を通して体力を高

めたり、運動する楽しさを味わったりする活動を多く取り入れていきます。下校後の遊び方、ゲームやタブ

レット、ＳＮＳの利用については課題が見られます。保護者の皆様にはお子様の様子を把握していただき、

適切な利用ついてのルールを確認していただけますようご協力をお願いいたします。 

地域の皆様には、ラジオ体操やお祭り等の行事、本物に触れる体験活動を実施していただき感謝申し上げ

ます。また、金管バンドの子供たちにとりましては、夏祭りや餅つき大会、学校での演奏会など、地域の方々

に日頃の練習の成果を発表する機会が増えたことは、意欲や技能の向上につながりました。今後も多くの機

会を利用して、自分たちが住んでいる町を愛する子供たちを育ててまいります。今後とも子供たちの健全育

成にご協力をお願い申し上げます。 
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２．平成３０年度の重点的な取組事項   

＜達成度 ◎:十分に達成    ○:おおむね達成    △:達成せず    ●:課題が残る＞ 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上   

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

平成 30年度足立区学力調査
の目標とする通過率 
４月実施：国語 80％以上  

算数 85％以上 
２月実施：国語 80％以上  

算数 80％以上
(現学年の内容) 

 
 

平成 30年度 
区学力調査 
通過率 
国語 80％以上 
算数 85％以上 

国語 66.3％ 
算数 74.6％ 
２科 70.4％ 

国語、算数共に目標を達
成することができなか
った。 
国語では漢字やことば
のきまり、算数では計算
や作図等の基礎的内容
やつまずきが多い内容
をできるまで反復指導
することが徹底されて
いなかった。 

● 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

 
 
 
 

     

重点的な取組事項－２ 個の尊重と温かな人間関係の育成    

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

道徳教育の充実 
 
 
 

児童アンケート調査 
(6,11,2 月計３
回の全校平均） 
・「挨拶」「正し
い言葉遣い」４
段階Ｂ以上
90％以上。 
・「良好な友達
関係」４段階Ｂ
以上 95％以上。 

11 月アンケートの結果 
挨拶 94％ 
言葉遣い 88％ 
返事 91％  
良好な友達関係 95％ 

・友達同士で話す際の言
葉の乱れ、互いの指導し
ていく。 

△ 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

挨拶、正しい言葉

遣いと返事の励

行 

・児童アンケー
ト調査（年３
回）「挨拶」「正
し い 言 葉 遣
い」 
４段階評価Ｂ
以上 90％以上 

・生活指導目標、言葉の
月目標について具体的
な指導の実施。 

・６年生による挨拶運動
の計画的実施。 

・正しい言葉遣いの指導

徹底。 

・挨拶 94％ 
 言葉遣い 88％ 
・6年生による児童朝
会での挨拶を実施。 

・高学年を中心
とした日常的
な挨拶運動を
を行っていく。 
・友達同士で話
す際の言葉の
乱れについて
も指導してい
く。 

△ 

道徳の時間の改

善 

・道徳授業の改善 
・道徳授業地区
公開講座での
全担任による
授業公開。 
(１月土曜授業日) 

・道徳教育推進

教師を中心と

・教科書、その他の資料
の活用、外部講師の活
用による道徳の時間の
充実。 

・授業展開、発問、資料
提示、話し合い、書く
活動、板書等の工夫、
評価についての研修に
よる授業改善。 

・道徳授業地区公開講
座を計画どおり実施
し、全担任が「思いや
り」「生命尊重」の題
材の授業を公開。 
・道徳授業研修会を年
３回実施した。児童の
主体的な議論を促す

・授業の展開の
仕方や評価内
容・方法につい
ては、さらに研
修を深めてい
く必要がある。 
・児童が学習し
たことを実践

△ 

赤枠内については、学校経営計画「Ｄ 

今年度の目標実現に向けた取組み」の行

を転記してください。 

別紙「平成３０年度学力向上アクションプラン」評価シート参照 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

した道徳授業

研修会の実施

(年３回以上) 

・「思いやり」「生命尊重」

の題材の授業における

重点的な取り入れ。 

授業展開の工夫、評価
の仕方等について全
教員の共通理解を図
ることができた。 
 

する意欲や態
度を高めるた
めに継続的な
見取りが必要
である。 

自尊感情、規範意

識、思いやりの心

の育成 

・児童アンケート調査
（年３回） 

「良好な友達関係」
４段階評価Ｂ
以上 95％以上 

・児童の学級生
活の満足度と
学校生活への
意欲、学級集
団の成熟度に
ついてアンケ
ートを実施。 

・豊かな体験的
な活動や本物
に触れる活動
の実施。 

・縦割り班活動
「梅二っ子タイム」
（月１回） 

・特別支援学級
との交流活動
の充実。 
(通年) 

・梅田保育園と
の交流活動の
推進。（通年） 

・学校、地域、

区の多様な活

動への積極的

な参加。 

・SNS による児童

間のトラブル

なし。 

・各教科・日常生活場面
において、全教員が同
じスタンスで道徳教育
を実践。 

・よりよい学校生活と友
達づくりのためのアン
ケートを活用するとと
もに、ソーシャルスキ
ルトレーニング等を取
り入れる。 

・音楽、伝統文化等にお
ける本物に触れる体験
的な活動の実施。 

・「金管バンド」「ミニバ
スケットボール」の継
続練習、演奏会・大会
出場。 

・梅田保育園での保育体
験（５年生）生活科「ワ
クワクランド」での交
流（１年生）。 

・放課後子ども教室「梅

二スマイル」、開かれた

学校づくり協議会、保

護者、地域と連携した

「凧づくり」「門松づく

り」等の活動への積極

的な参加。 

・児童アンケート 
良好な友達関係95％。 
・Hyper-QU 調査を 3
年生以上で実施。 
・開かれた学校づくり
協議会と連携し、凧作
り、ミニ門松づくりを
実施。 
・縦割り班活動月 1
回実施。 
・特別支援学級児童が
各学年の行事や取組、
給食等に加わり交流
を深めた。特別支援学
級担任による理解教
育の授業を 1，3，5
年で実施。 
・1年生、5年生が計
画どおり交流活動を
実施。 
・足立区小学校ミニバ
スケットボール、サッ
カー大会に参加。金管
バンドは研究演奏会
に参加するとともに、
地域の夏まつり、餅つ
き大会でオープニン
グ演奏、ミニコンサー
ト開催を通して地域
でも活躍した。 
・5，6年生で SNS や
オンラインゲームに
よるトラブルが数件
あった。 

・高学年になる
に従い、規範意
識が低くなる
傾向が見られ
る。道徳教育の
更なる充実を
図るとともに、
児童一人一人
が活躍する場
や、達成感・満
足感を得られ
る取組を設定
していく必要
がある。 
・家庭や地域と
連携してＳＮ
Ｓの利用の仕
方など発達段
階に応じた情
報リテラシー
を身に付けさ
せていく必要
がある。セーフ
ティ教室や、Ｉ
ＣＴ教育の内
容を再構築し
ていく。 

△ 
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重点的な取組事項－３ 体力の向上と健康・安全の推進   

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

心身ともに健康な児童の育成 
運動に取り組む意欲や態度の
育成 
児童の安全意識の向上 
 
 
 

・生活調査 
（８，１月年２回

全校平均） 
早寝 80％ 
早起き 90％ 
朝ご飯 98％ 
夜の歯磨き96％ 
朝の歯磨き90％ 
給食完食 95％
健康に過ごす95％  
・体力状況調査
Ｄ・Ｅ評価 25％以下 

・生活調査 
  早寝 66％ 
  早起き 66％ 
  朝ご飯 92％ 

夜の歯磨き 95％ 
朝の歯磨き 81％ 
給食完食 91％ 
健康に過ごす 95％ 

・体力状況調査 
Ｄ・Ｅ評価 35％ 

・早寝、早起きの習慣が
定着していない。そのた
め、朝食は摂るものの歯
磨きや排便を行う十分
な時間が確保できてい
ない状況が見られる。 
・体力状況については、
Ｅ評価の児童の割合が
Ａ評価を上回る状況で
ある。毎日の運動時間を
確保するとともに、運動
の楽しさを様々な機会
を通して味わわせてい
く必要がある。放課後子
ども教室を有効に活用
させていきたい。 

△ 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

生活習慣の確立 

・生活調査 
(８，１月年２回） 

早寝 80％ 
早起き 90％ 
朝ご飯 98％ 

以上 
・３名人チャレ
ンジカードで
名人合格 90％ 

・かむカムデー
（月１回） 
郷土料理 
（月１回） 
感謝給食会
（１回） 
ランチルーム給食
（各学年４回）
リクエスト給食
（２回）、 
バイキング給食
（１回） 
小松菜給食と
授業実践 
（１回） 

・家庭との連携や自己評
価の実施による早寝・
早起き・朝ご飯の習慣
の定着。特に「早寝」
についての指導の推
進。 

 保健便り、保健指導の
活用。 

・挨拶、靴揃え、廊下歩
行の指導を行い、児童
に実践を促す。 

・食育リーダー・栄養職
員を中心にした「食育」
の推進。「食」への自己
管理能力の向上。食育
授業（全学年、年２回
以上）。給食便り（月１
回）の活用。 

・もりもり賞旬間（年３
回）による完食指導。
意識の向上推進。 

・区「おいしい給食指導
事例集」を活用した「食
育」の推進。 

・生活調査 
早寝 63％ 
早起き 66％ 
朝ご飯 92％ 

・３名人チャレンジカード 
 挨拶 88％ 
 靴揃え 91％ 
 廊下歩行 86％ 
・給食関係については

計画どおりに実施
し基準達成。 

・早寝、早起き
の定着率が低
い。１～３年生
は 21 時までに
就寝できる割
合が低い。ま
た、7 時までに
起きている1年
生が少ない。生
活スタイルが
変化している
影響もあるが、
児童自身が時
間の使い方や、
生活習慣の定
着を意識して
過ごせるよう
家庭と連携し
ていく必要が
ある。 

△ 

体力向上のため

の継続的な取組

の推進 

・体力づくりの
継続取組 

・運動タイム 
（通年） 

・持久走旬間 
（２週間） 

・縄跳び月間 
（３か月間） 

・体育朝会 
・運動会への取組

（５月） 
・持久走記録会
（12月） 

・体力向上推進プランに
基づいて、各学年の体
育授業における「めあ
て学習」の充実。 

・運動カードを活用し、
自己の体力向上へのめ
あてをもたせる。 

・体力づくりの指導内容
の充実。 

・長縄チャレンジ、短縄
チャレンジの全学年実
施。 

・固定遊具を使った遊び、
外遊びの奨励。 

・体育的行事を通した運
動の喜びの感得。 

・縄跳びや持久走など
の体力づくりを継続
的に実施。 
・木曜日の中休みには
運動タイムを計画的
に実施。 

・体力の向上は
継続的に体を
動かすことが
大切である。児
童一人一人の
能力に応じた
運動技能の向
上を図るとと
もに、運動の楽
しさを味わう
ことができる
授業実践が不
可欠である。発
達段階に応じ
た系統的な指
導に取り組ん
でいく。 

○ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

安全教育・防災教

育の推進 

・災害想定範囲
を拡張した避
難訓練の実
施。避難訓練
時における地
震・火災に関
する安全指導
の強化。 
（全学年月１回） 

・地域安全点検
（全学年５月） 

・地域安全マッ
プ作成（全学
年、詳細３年） 

・危機管理マニ
ュアルの徹底 

・「食物アレルギ
ー緊急時対応
マニュアル」
の徹底。 

・登校指導 
（年２回） 

・自転車安全教
室（年１回） 

・交通安全教室
（低：年３回 

  中：年２回 
高：年１回） 

・セーフティ教室
（年１回発達
段階に応じた
内容） 

・保護者、地域、防犯ボ
ランティア、消防署、
警察署、その他関係諸
機関との連携の強化。
安全・防災指導の推進。 

・他校・区・都の資料等
を基にした、危機管理
マニュアルの見直し。
危機管理の徹底。 

・食物アレルギー対応検
討委員会の確実な実施
による食物アレルギー
のある児童への適切な
対応の徹底。 

・学級指導における、危
険予測。回避能力の育
成のための指導の計画
的実施。 

・避難訓練を計画どお
りに実施した。 

・地域安全点検、安全
マップの作成を行っ
た。 

・危機管理マニュアル
に基づいた安全指導
を実施した。 

・食物アレルギー対応
訓練や研修を計画ど
おり実施した。 

・自転車安全教室、交
通安全教室、セーフテ
ィ教室を計画どおり
実施した。 
・自動車との接触事故
が数件あった。 

・あらゆる場面
を想定した訓
練を今後も実
施し、自分の
命は自分で守
る指導を今後
も継続する。 

・登下校の安全
についての指
導を充実させ
る。また、登
校指導や放課
後指導につい
ても定期的に
実施する。 

・家庭と連携し
てＳＮＳルー
ルの徹底を図
り、情報機器の
正しい使い方
を身に付けさ
せる。 

△ 

 

 

３．学校活動全般について 
 

知・徳・体の調和のとれた児童の育成を目指して教育活動を行っている。教員の働きかけによって、児童

の活動の様子は大きく変容する。児童一人一人の実態を的確に把握し、分かる授業・楽しい授業の実践、個

に応じた指導の充実を全教職員が一丸となって推進していく。 

各種の教育活動・取組は相互に関連させていくことで効果を高めていく。また、児童一人一人の頑張りや

努力を、機を逸せずに認め励ましていくことは、自己有用感や自尊感情を高めるとともに、挑戦意欲や改善

意識を高揚させていくことにつながる。確かな学力の定着を柱として教育活動の体系化や質の向上を図り、

学校の課題解決に取り組んでいく。 

教職員が創造的、組織的に教育活動に取り組み、児童に範を示していくことを通して、児童も教職員も「本

気で学び、遊び、働く学校」を構築していく。 
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平成３１年３月１０日 

「平成３０年度 学力向上アクションプラン」評価シート 

足立区立梅島第二小学校  学校長 大塚 信明 
 

  アクションプラン 
達成目標（＝数値） 

＜いつまで・何を・どの程度＞ 

具体的な取り組み内容  

＜誰が、何を、どのように＞ 
実施結果 コメント・課題 

達成度 

（◎〇△●） 

１ 
改 

善 

朝学習 

(パワーアップタイム) 

・80％以上の児童が滑舌よ

く滑らかに音読できる。 

・たし算・ひき算・かけ算

のマス計算については、

それぞれの目標時間内

に達成できる児童を年

度末までに80％以上に

する。 

【指導者体制】担任 

【取組のねらい】 

・詩や古典等をはっきりとした音声で、リズムよ

く読む力を身に付ける。 

・たし算・ひき算・かけ算を集中して速く正確に

解く力を身に付ける。 

【使用教材】マス計算プリント 音読シート 等 

・しっかりとし

た発音で音読で

きる児童は70 

％程度である。 

・マス計算を目

標時間内に達成

できる児童は

80％程度であ

る。 

・マス計算については、昨年度から

継続している成果が表れてきてい

る。今後も継続していく。 

・音読については、発声の仕方など

の指導方法について全教員が共通

理解して取り組む必要がある。 

△ 

２ 
改 

善 

朝読書 

 

読書旬間 

 

おすすめの

図書紹介 

（ビブリオ

バトル） 

・年度末までに80％以上

の児童が年間読書目標

を達成する。 

 

・読書旬間に、全学年が紹

介文の掲示を行う。 

【指導者体制】担任 

【取組のねらい】 

 ・多くの読み物を読むことを通して、活字に慣れ、

語彙を増やす。 

 ・豊かな心情を養う。 

 ・始業前に気持ちを落ち着け、学習の構えをつく

る。 

 ・本を紹介することで、表現力を養う。 

【使用教材】学級文庫、学校図書館の図書、 

各自が用意した図書 

・12月末現在の

目標達成児童は

40％程度であ

る。 

・読書旬間に発

達段階に応じた

図書紹介を行っ

た。ビブリオバ

トルは実施でき

なかった。 

・昨年度より学校図書館の利用率は

大きく向上している。年間読書目標

達成率が低いことは、読書活動への

取り組み方や声かけに学級によっ

て温度差があることが原因である。

全教員が読書の大切さを実感し、機

会の設定や児童の進捗状況の確

認・声かけを絶えず行っていきた

い。 

● 

３ 
継 

続 

放課後補充

教室 

・９月の再調査で全体の通

過率を90％以上にす

る。 

 

・２月の調査で通過率を

75％以上にする。 

【指導者体制】担任 専科教員 

【取組のねらい】 

 ・前学年までの学習内容のつまずきについて個別

指導を行う。（各学級５名程度） 

 ・現学年の学習内容でつまずきや、習熟が不足し

ている内容についての補充を行う。 

【使用教材】 

ベーシックドリル、次へのステップ 

 区・都・国調査問題、区調査復習問題 等 

・9 月再調査で

の 通 過 率 は

84％である。 

 

・２月調査での

通 過 率 は

69.5％である。 

・夏季休業前までは、あと数問正答

で通過できる児童を対象に実施し

てきた。つまずきについての指導方

法を教員相互で検討するなどして

効果を高める必要がある。 

△ 

別 紙 



 
8 

４ 

継 
 

続 

習熟度別指導 

・80％の児童が単元テスト

で80点以上をとる。 

・年度末の診断シートの平

均正答率70％以上。 

【指導者体制】担任・ 

習熟度別指導担当 (３～６年) 

       時間講師(１，２年) 

【取組のねらい】 

 ・児童一人一人の算数の既習内容の定着状況を基

にした学級編成で、個に応じた指導を行う。 

・単元テスト80

点以上の児童は

70％程度であ

る。 

・診断シートの

平均正答率は 

64％である。 

・習熟の程度に応じた問題や課題の

設定、前時までの既習内容を活用し

た自力解決の支援、児童の考えを練

り上げるための教員の関わり方等

について今後もさらに研修を深め

ていく。 

△ 

５ 

継 
 

続 

そだち指導 

・対象児童が全員卒業 

する。 

【指導者体制】そだち指導員 

【取組のねらい】 

 ・目標値に到達していない児童のつまずきについ

て、短期間に解消する。 

 ・さかのぼり学習を行うなどして、基礎的・基本

的内容の確実な習得を目指す。 

・対象児童は全

員卒業予定。 

・対象児童のつまずきについて、担

任と指導員がより密に連携して分

析したり指導したりしていく必要

がある。卒業後も放課後指導や家庭

学習で反復して学習できるように

する工夫が必要である。 

○ 

６ 

継 
 

続 

サマースクール 

・9月の定着度調査で70％

以上の児童が目標値を

通過する。 

【指導者体制】担任・専科・管理職 

（児童２名に教員１名） 

       九中ボランティア生徒 

【取組のねらい】 

 ・定着が不十分な前学年までの学習内容につい

て、個別指導を行う。 

 ・３・４年生については、そだち指導及び民間業

者による指導との連携を図りながら指導を進

める。 

【使用教材】ベーシックドリル、次へのステップ等 

・サマースクー

ル参加児童の９

月再調査の通過

率は２３％であ

る。 

 

・主として通過率50％未満の児童を

対象に指導を行った。一人一人の課

題に応じた指導内容を設定すると

ともに、つまずきを克服するために

適切な教材を作成したり、児童自身

が達成感を味わうことができる活

動を設定したりして、継続指導して

いく。 

 

△ 

７ 

改 
 

善 

あだち小学生 

夏季学習教室 

・３・４年国語 

…9月の定着度調査で

80％以上の児童が目標

値を通過する。 

・２～５年算数 

…9月の定着度調査で

80％以上の児童が活用

力を問う問題を通過す

る。 

【指導者体制】民間事業者 

【取組のねらい】 

 ・３・４年国語の基礎的内容の補充を行う。 

 ・２～５年算数の発展的内容を取り扱い、思考力

や活用力を高める。 

【使用教材】民間事業者・区が用意する教材 

・夏季学習教室

参加児童の９月

再調査通過率は

77％である。 

・全学年基礎コースで実施したた

め、思考力・活用力を高めるまでに

は至っていない。上位の児童が活用

力を高める機会として利用するこ

とも考えていきたい。 

○ 
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８ 

改 
 

善 

チャレンジ

タイム 

(基礎・基本の   

定着を図る時間) 

・年度末の確認テストで

80％以上の児童が正答

率80％以上の結果を出

す。 

・年度末に短作文調査を行

い、80％以上の児童が条

件にあった文章を書く。 

・年度末に計算テストを行

い、80％以上の児童が正

答率80％以上の結果を

出す。 

【指導者体制】担任 

【取組のねらい】 

 ・文のつくり（主語・述語・目的語・修飾語等）、

文と文の関係（指示語・接続語等）についての

基礎を定着させる。 

 ・視写を行うことにより、美しい表現や論理的な

文章を味わうとともに、表現力・読解力を高め

る。 

 ・既習の計算を速く、正確に解く。 

【使用教材】次へのステップ ベーシックドリル  

      プリント教材 等 

・年度末の正答

率 80％以上の

児童 

確認テスト 

74％ 

短作文66％ 

計算テスト 

75％ 

・15分×週2回の設定であったが、

取組内容が学年によって異なって

いた。取組内容を絞り込み、系統

的・継続的に指導を行っていきた

い。また、反復学習や確認を行う時

間としても活用していくようにす

ることで、基礎的・基本的内容の定

着を効率よく進めていくことがで

きるようにしたい。 

△ 

９ 

継 
 

続 

家庭学習の

課題(宿題) 

・意味調べ 

・新出漢字 

・つまずき

が多い内

容につい

てのプリ

ント等 

・年度末の確認テストで

85％以上の児童が、正答

率85％以上の結果を出

す。 

【取組のねらい】 

 ・自ら国語辞典や・漢字辞典を用いて言葉の意味

を調べる習慣を身に付ける。（１日２～３語） 

 ・対義語や同義語、類義語を知り、語彙を増やす。 

 ・国語に限らず、他教科等で出てくる言葉、新聞、

図書等、調べる範囲を広げていく。 

 ・新出漢字は先取り指導を行い、反復学習ができ

るようにする。 

 ・学年でつまずきの多い単元・内容についての振

り返り学習を継続的に行う。 

・年度末確認テ

スト85％以上 

意味調べ71％ 

 

新出漢字74％ 

 

・家庭学習の課題内容の工夫や効果

の測定をより丁寧に行っていく必

要がある。反復学習を取り入れるな

どして、継続して取り組むことによ

り定着していることを児童自身が

実感できるようにしていく。 

△ 

10 

継 
 

続 

家庭学習 

がんばろう

週間 

・年度末の調査結果で

85％以上の児童が、目標

時間、宿題提出を達成す

る。 

【取組のねらい】 

 ・家庭と連携して児童に家庭学習習慣を身に付け

る。（目標時間 10分×学年  以上） 

 ・家庭学習で取り組む内容を児童自ら考え、実践

する力を養う。 

【取組内容】 

家庭学習、読書、テレビ・ゲームの時間をカー

ドに記録する。毎日カードを提出し担任から達

成できていない児童への声かけを行う。 

・３月調査結果 

目標時間達成 

    72％ 

宿題提出82％ 

・学年によって達成率に差異があ

る。担任が一人一人の取組状況を把

握し、声かけをしたり家庭と連携し

たりすることをより丁寧に行って

いく必要がある。 

△ 

11 

継 
 

続 

音読活動 

・年度末には、80％以上の

児童が、教科書の文章を

すらすらと音読するこ

とができる。 

【指導者体制】担任・専科教員 等 

【取組のねらい】 

 ・各教科の教科書の音読を各単元で10回以上行

うことで、すらすらと文章を読む力を高め、文

章内容の理解をしやすくする。 

・83％の児童が

滑らかに音読で

きる。 

・口の開け方、発声の仕方などを含

めて継続的な指導を粘り強く行っ

ていく必要がある。 

○ 



 
10 

12 

継 
 

続 

九九道場 

・年度末には、各学年70％

以上の児童が十両以上

に合格する。 

【指導者体制】校長・担任 

【取組のねらい】 

 ・九九を「唱える」「書く」検定を実施し、意欲

を高め習熟を図る。 

・九九検定 

年度末合格 

78％ 

・九九を楽しく覚えること、より速

く正確に唱えることができるよう

に3年生でも継続していく。 

○ 

13 

継 
 

続 

多層指導モ

デルＭＩＭ 

・80％以上の児童が通過す

る。 

【指導者体制】校長・担任・指導員 

【取組のねらい】 

・特殊音節の読みに焦点をあて、読みのつまずき

を解消することで、他教科・領域の学習に円滑

に取り組むことができるようにする。 

・1 年生１ｓｔ

到達児童85％ 

・放課後指導やチャレンジタイムで

も活用し成果を挙げている。２ｎ

ｄ、３ｒｄの児童については、次年

度も継続して指導していく。 

○ 

14 

継 
 

続 

新聞活用 

・年度末には、65％以上の

児童が、決められた条件

で記事を要約し、自分の

考えや意見を論理的に

表現することができる。 

【指導者体制】担任 

【取組のねらい】 

 ・社会事象や話題に関心をもち、必要に応じて内

容や語句の意味を更に深く調べたりする力を

身に付ける。 

 ・記事を要約する力、自分の考えを論理的に書い

たり発表したりするなどの表現力を身に付け

る。 

・目標基準達成

児童6１％ 

・４年生以上で活用している。系統

的に活用していくことができるよ

う検討していきたい。 

△ 

15 

継 
 

続 

標語・俳句

づくり 

・代表作品については表彰

を行い、学級の30％以上

の児童が表彰対象とな

る。 

【指導者体制】担任 

【取組のねらい】 

 ・語彙やリズムに親しみ、自分の思いや願いを表

現する。 

【取組内容】 

 ・食育標語（全学年） ・人権標語（５年） 

 ・一茶まつり俳句（全学年） 

 ・いじめ防止標語（代表委員会） 等 

・表彰対象児童

は、学級の32％

程度である。 

・様々な標語や俳句づくりに取り組

んできた。充実した作品内容になっ

てきている。今後も継続し、豊かな

表現力を身に付けさせたい。 

○ 

16 

改 
 

善 

漢字検定 

数学検定 

・受検児童の70％以上が

合格する。 

【取組のねらい】 

 ・児童自身が合格目標を設定し、家庭学習等で継

続的に学習する習慣を身に付ける。 

 ・自己の定着状況を全国的な検定調査により確認

する。 

・漢字検定 

 80.4％ 

・数学検定 

 96.3％ 

・今年度より数学検定を実施。自己

の学力の定着度を確認する機会、目

標達成に向けて継続的に学習する

習慣を定着させる機会として次年

度も実施する。 

○ 



 
11 

17 

改 
 

善 

足立スタン

ダード研修 

 

算数科校内

研究 

・区調査でつまずきの 

多い単元の正答率が前

年度比20％以上。 

・教員アンケート４段階Ｂ

以上が80％以上。 

【取組のねらい】 

 ・足立スタンダードについての共通理解を図り、

統一内容を確認する。 

 ・算数科における問題解決的な授業実践を公開

し、協議を行うことで指導力の向上を図る。 

 ・算数科における学習内容の系統性を明らかに

し、指導に生かす。 

 ・つまずきの多い単元の指導方法について全教員

で検討・検証する。 

・２月調査結果 

 

 

・教員アンケー

トＢ以上82％ 

・スタンダード研修を基に、全学年

で算数科の校内研究を行った。教員

は、教材分析や系統的な指導の大切

さを実感することができた。次年度

も継続し、既習内容を活かして自力

解決するための支援や新しい知識

を獲得する話し合い活動の充実を

目指す。 

△ 

18 

継 
 

続 

小中連携 

・教員アンケート４段階Ｂ

以上が85％以上。 

・研修内容が日常の指 

導に生かされている。 

・中学校進学に向けて高 

学年児童の85％以上が

目標や夢をもつ。 

【取組のねらい】 

・「９年間を見通した、主体的・対話的で深い学

びを実現する指導の工夫」を研究主題とし、学

び方部会、国際理解教育部会、体力向上部会に

分かれ授業研修を通して授業改善を図る。 

・児童、生徒の交流を通して、児童が将来の希望

をもつ。 

・教員アンケー

トＢ以上76％ 

・本校教員３名が国語、算数、理科

で研究授業を行った。中学校教員の

専門性を活かすために、より内容の

濃い指導案検討や授業に関する協

議を行っていきたい。 

△ 

19 

継 
 

続 

幼保小連携 

・教員アンケート４段階Ｂ

以上85％以上。 

【取組のねらい】 

 ・５歳児プログラム、スタートカリキュラムの内

容を相互に理解し、円滑な接続を目指した指導

実践を行う。 

 ・保育参観、交流研修を通して園児の実態や園の

取組を理解し、学習・生活規律の確立に生かす。 

 ・児童、園児に関する情報交換を行い、円滑な接

続や入学後の指導に生かす。 

 ・児童と園児の交流を通して思いやりの気持ちや

自己有用感を高める。 

・教員アンケー

トＢ以上86％ 

・全教員が連携活動に関わることが

できるようにしていきたい。 

・今年度より本校入学予定児童を対

象にした入学体験会を１１月より

５回実施した。全教員が就学児童の

様子を観察し様子の把握に努めて

きた。園との情報共有に活用し円滑

な接続を目指す。 

○ 

20 

改 
 

善 

校内若手教

員研修 

 

学力定着指

導員による 

若手教員研

修 

・対象教員が授業力に 

関する自己評価４段階

Ｂ以上。 

・学力定着指導員、管理職

の評価４段階Ｂ以上。 

・教員アンケート４段 

階Ｂ以上が80％以上。 

【取組のねらい】 

 ・４年次までに身に付けたい力を明らかにし、全

教員が関わりながら計画的に若手教員を育成

する。 

 ・学力定着指導員の指導・助言を受けながら、国

語・算数について指導力を向上させる。 

 

・対象教員自己

評価Ｂ以上

78％ 

・学力定着指導

員・管理職Ｂ以

上75％ 

・教員アンケー

トＢ以上72％ 

・教材研究が浅いために、ねらいに

迫ることが不十分な授業がある。学

年担任が一緒に教材研究をしたり

教材を準備したりするなどの取組

を通して、実践力を高めたい。 

△ 

 


